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G. F. Handel himself performed E必'Ssiah many times during his Ii島time, and he 
changed some movements or composed new movements for each performance, mainly 
for the soloists. In thお paper Handers attitudes and his intentions concerning these 
changes are examined 企om the viewpoint of English diction. For example, for the first 
London performance in 17 43 Handel composed the aria settings for Mrs. Clive to 
replace the accompanied recitative, changing the treatment of the word ‘were’ 金om
disyllable to monosyllable. It can be thought that Handel composed it by not 
disregarding her character and adopted a more fashionable diction rather than the 
orthodox one .  Handel pursued possibilities of musical expression, taking the greatest 
care with English diction and experimenting with a range of possible variations in 
word setting. 
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1 序
G. F. へ ンデル （ 1685 ・ 1 759） が 、 ド イ ツ 人 で あ り 後 にイ ギ リ ス に 帰化 し た こ と は あ ま り に も 有
名 で あ り 、 そ の た め 、 《 メ サ イ ア》 （ 1741） を始め英語の オ ラ ト リ オ の 歌調付 け に つ い て は、 作 曲 当
時か ら 現在 ま で 、 へ ンデルは ドイ ツ人だか ら 英語の理解が足 り ず扱い方が 不 自 然だ と 批評 さ れ る こ
と 1 が度 々 あ っ た よ う で あ る 。 し か し 、 実はへ ンデノレは 、 英語のネ イ テ ィ ヴで は な い が 、 伝統的な
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正統派の洗練 さ れた 英語を学んだ と 考 え ら れ 2、 さ ら に 、 《メ サイ ア 》 を 作 曲す る ま で に は ロ ン ド ン
に移 り 住んでか ら 30 年 も 経 っ て い る ので、 ロ ン ド ン の一般の 人 々 が ど の よ う な英語を使 っ て い る
か も 理解 し て い た はずで あ る 。 そ の 上で、 作曲 において は言葉の表現の可能性 を 常 に鋭 く 意識 し て
い て 、 歌詞付 けでは、 音画法や象徴的表現を駆使 し て 際 立 っ た効果 を演出 し て い る の で あ る 。
こ れま で、筆者は、 へ ンデルの オ ラ ト リ オの 中 で も 《メ サイ ア 》 に 特化 し 3、 様々 な観点 か ら 、 作
曲 時 に想定 さ れて い た デ ィ ク シ ョ ンにつ いて研究 して き た。 特 に 、 歌詞テ ク ス ト で 、 英語学の研究
か ら 複数の発音の 可能性が あ る と 考 え ら れ る 箇所につい て 、 旋律 の音型 ・ リ ズム ・ 抑揚や音節 の音
価 の割 り 振 り 方を基に分析を行い、 発音候補の絞 り 込み を行 う 方法に つ い て研究 し た。 そ の成果 と
し て 、 へ ンデルが ドイ ツ人で あ る と い う 理 由 で英語の理解が足 り な い等 と 不 当 な扱 い を受 け て い た
歌詞付 け に 関 し て 、 実 は そ う で はな く 、 彼は、 ドイ ツ語、 イ タ リ ア語、 フ ラ ンス 語等それぞれの言
語の特徴 を 理解 し て 取 り 入れ な が ら 、 英語
に つ い て も 、 発音変化期 で様 々 な発音が話
さ れて い た こ と を理解 し た 上 で 、 試行錯誤
し な が ら 音楽表現の 可能性を 追求 し て いた
こ と を 明 ら か に し た 九
本稿 は 、 以 上 の 研究 成果 を 踏 ま え て 、
1 741 年 に 作 曲 さ れて か ら そ れぞれ の 上演
ご と に 、 図 1 に 見 ら れ る よ う に 、 歌手 5 の
変 更 な ど に よ り 変更や編 曲 が加 え ら れて き
た 《メ サイ ア》 に つ い て 、 ヴ ァ ー ジ ョ ン聞
の相違を比較 し 、 デ ィ ク シ ョ ン に 対す る 作
曲者の意識 を 明 ら かに す る も の で あ る 。 な
お、 今回は、 3 部構成の 《 メ サイ ア》 の う
ち 、 第 1 部 の 曲 を 中 心 に検討す る 。
図 1 指揮譜 フ ァ ク シ ミ リ （ （Rejoice） の 冒頭ペー ジ）
（欄外や五線 の 空 い て い る 箇所 に 、 歌手の名 前が 書 き 込んで あ る 。 ）
2 へ ン デル 自 身 に よ る 《 メ サ イ ア》 の演奏 6
へ ンデルは、 作 曲 の 翌年か ら 《 メ サイ ア》 を 自 身の指揮で何度 も 上演 し て い る 。 こ の 時代 の演奏
は小編成で、 歌手に つ い て は、 ソ リ ス ト が各パー ト 2～3 人割 り 当 て ら れ、 ソ リ ス ト も 合唱 （合わ
せて 20 数人） を 共 に歌 う こ と と さ れて いた。 へ ンデルは、 脚本作家チ ャ ールズ ・ ジ ェ ネ ン ズ Charles
Jennens ( 1700 ・ 1 773） か ら 歌詞 の提供を受 け 、 1741 年に 《 メ サイ ア 》 を 作 曲 し た が 、 既 に 、 翌年
4 月 に ア イ ル ラ ン ド の ダブ リ ンで初演す る 際 に 、 ロ ン ド‘ ンか ら 連れて行っ た 歌手や、 現地 の教会 の
聖歌隊か ら 調達 し た 歌手な ど に 合わせて 変更 を加 えて い る 。 次の年 1743 年 3 月 の ロ ン ド ン初演に
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際 し て は 、 へ ンデノレは と て も 意気込み、 慎重 に 曲 名 を 隠 し て 《新 し い 宗教的 オ ラ ト リ オ A New 
Sacred Oratorio》 と し 、 う 名 で コ ヴ ェ ン ト ・ ガーデ ン劇場での披露に こ ぎつ け た が 、 こ の時 は 、 ダプ
リ ン初演の時 ロ ン ド ン か ら 連れて行き 好評た、 っ た ソ プ ラ ノ と ア ル ト の 歌手の他、 ソ プ ラ ノ 歌手 を 多
く 採用 し 、 ソ プ ラ ノ ア リ ア の追加や、 パ ス の 曲 の ソ プ ラ ノ への 変 更 、 コ ロ ラ ト ゥ ー ラ の 追加等、 特
に ソ プ ラ ノ パー ト に重 き を置いた変更が な さ れた。 こ の ロ ン ド ン初演に際 し て は 、 ソ リ ス ト を 、 ソ
プ ラ ノ の一人 を 除 き すべてイ ギ リ ス 人で揃 え た こ と も 、 デ ィ ク シ ョ ン と い う 点か ら 注 目 に 値す る 。
次 の 1745 年の ロ ン ド ン での 上演 の時は 、 1743 年の時の よ う に ソ プ ラ ノ 歌手 を揃 え る こ と が難 し か
っ た の か、 ソ プ ラ ノ に 変 え た 曲 を パ ス に 戻すな どの変更が加 え ら れて い る 。 さ ら に 、 フ ラ ン ス 人 の
踊 り 子 フ ラ ン チ ェ ジー ナ La Francesina (Elisabeth Duparc） を歌手 と し て採用 し た と こ ろ 、 神聖
な 宗教オ ラ ト リ オで踊 り 子 に 歌わせた こ と が 不評 を 買 っ た と い う 7。 こ の 上演の批判 を受 け 、 プ ラ
ン ク の 後 、 1 749 年 に 改 良 を 施 し た 《 メ サ イ ア 》 が再び上演 さ れ た。 1750 年 に は 、 「捨子養育院
Foundling Hospital」 で の演奏が始ま り 、 こ の時 も 歌手の変更な ど に 合わせて 編 曲 が行われて い る 。
以後 は 、 へ ンデルが 没す る ま で 、 毎回 の よ う に な に が し かの変更 を加 え な が ら 、 《 メ サイ ア 》 は毎年
上演 さ れた。
3 各 曲 の ヴ ァ ー ジ ョ ン と それ に つ いて の考察
言葉の表現の 可能性 を 常 に鋭 く 意識 し て いたへ ンデ‘ルが 、 シー ズ ン ご と に 歌手それぞれに 適 し た
変更や編 曲 を加 え る に 際 し て 、 歌手の 出身地 に よ る 地域方言、 階級に よ る 方言な ど の デ ィ ク シ ョ ン
の違い を 考慮 に入れて いた と 考 え る の は妥当 で あ ろ う 。 従来、 へ ンデルが 、 歌手の 音域や経験等 を
考慮、 し て変 更 を加 えた こ と は明 ら かに さ れて い る 凡 さ ら に ヴ ァ ー ジ ョ ン に よ っ て デ ィ ク シ ョ ン の
違い が あ る こ と も 、 Burrows ら に指摘 さ れて い る 九 例 え ば、 Burrows ( 1991 : 76 ） は、 were と い
う 語が 、 他 の ヴ ァ ー ジ ョ ン で は 2 音節 で書かれてい る が 、 1743 年 の 楽譜だ け 1 音節 で書かれて い
る こ と につ い て言及 し て い る。 し か し 、 歌手の歌い方 と デ ィ ク シ ョ ン の 変 更 と の 関係 に ま で踏み込
んだ研究 は な さ れて い な い。
そ こ で 、 こ こ で は 、 《 メ サイ ア 》 の楽譜の う ち ヴ ァ ー ジ ョ ン に よ り 異 な る 箇所 に つ い て 、 デ ィ ク
シ ョ ン と い う 視点 か ら 検証を行い、 編 曲 や変更 に際 し 、 へ ンデルが 歌手の デ ィ ク シ ョ ンの違い を 意
識 し て い た こ と を 明 ら かに す る 。
3 - 1 (But who may abide the day of His coming？ だが、 彼の来 る 日 に 、 だれが身 を 支 え
得 る か 〉
こ の 曲 は 、 1 741 年 の 作曲 時 に は 、 ニ短調のパ ス の ア リ ア と し て 作 ら れ た （譜例 1 - a、 1 - b） 。
こ の ヴ ァ ー ジ ョ ン に つ い て は 、 音域が A- f’ と 、 パス に し て は高音 ま で あ る 。 「主の到来の 日 を誰 が
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耐 え ら れ ょ う か、 耐 え ら れま い J と い う 歌詞の内容に合わせて 、 へ ンデルが 、 歌手の 限界 の声で演
奏 さ れ る べ く 作 曲 し て い る よ う で あ る 。 が 、 1742 年のダブ リ ン公演では、 パ ス 歌手の ジ ョ ン ・ メ ー
ソ ン John Mason に よ り 、 パ ス の レチ タ テ ィ ー ヴ、ォ と し た ヴ ァ ー ジ ョ ンが演奏 さ れた （譜例 1 - e） 。
メ ー ソ ンは、 ダブ リ ン の ク ラ イ ス ト チ ャ ーチ大聖堂 Christ Church Cathedral の 聖歌隊員 で あ る 。
1 a 1741 年オ リ ジナル版 （ 冒 頭部分）
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But who may a - b i de the day of H i s  C凹 i ng? 
1 b 1741 年オ リ ジナル版 （後半部 分 の 冒 頭）
the day of H i s  com寸 ng? But whomay a - b i de the day of H i s  comi ng? 
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But who may a - b i  de the day of H i s  co n-i ng? and who sha 1 1  stand 1Yhen He ap pear eth? 
1 -d 1750 年 グ ァ ダーニ用 の版 （後半部分 の 官 頭）
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1 e 1742 年 ダ ブ リ ン初演版 （ レチ タ テ ィ ー ヴ ォ ）
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But v ho may a -b i de the day of H i s  com -i ng? And who sha 1 1  stand 
譜例 1 (But who may abide the day of His coming？ だが、 彼の来 る 日 に 、 だれが身 を 支 え 得 る か）
1743 年の ロ ン ド ン初演では、 オ リ ジナルのパス ア リ ア の ヴ ァ ー ジ ョ ンが 、 イ ギ リ ス 人テ ノ ール歌手
の ト マ ス ・ ロ ーThomas Lowe に よ っ て l 音高 く ホ短調で演奏 さ れた 10. 1 745 年、 1 749 年 は 、 レ
チ タ テ ィ ー ヴォ の ヴ ァ ー ジ ョ ンが演奏 さ れた が 、 記録が残 っ て お ら ず、 歌手は明 ら かで な い。 1 750
年 に は 、 イ タ リ ア人 ア ル ト カ ス ト ラ ー ト の グp ァ ダーニ Gaetano Guadagni が 、 ア ル ト の ニ 短調 の ず
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ァ ー ジ ョ ン （譜例 1 - c、 1 - d） を 歌 っ た。 こ の ヴ ァ ー ジ ョ ン は 、 へ ンデルが 、 グ ァ ダー ニ が 来 る
前 に彼のた め に作 曲 し て い た も の で 、 オ リ ジナルに比べて 、 音域の幅は a(g)- e” と それほ ど 変 わ り は
な い が 、 最初 の フ レー ズの執劫 な繰 り 返 し は回数が減 り 11 、 オ リ ジナルで は前の部分 と 同 じ調子で
短か っ た後半部分 （譜例 1 -b） を 、 プ レ ス テ ィ ッ シモ で非常に切迫感 の あ る メ ロ デ ィ ー を 用 い て 、
コ ロ ラ ト ゥ ー ラ の華麗な技法 が 映え る よ う に メ リ ス マ を 多用 し た 音楽に変更 し て い る （譜例 1 d） 。
彼 の 声 を 非 常 に 高 く 買 っ て いたへ ンデルが、 そ の声が よ り 映 え る よ う に 12 編 曲 し た と 考 え ら れ て い
る 130 歌調付け に お い て 、 デ ィ ク シ ョ ン の違いは見受 け ら れ な い が 、 グ ァ ダーニ用 の版で は流行の
ス タ イ ル を採用 し た こ と を考 え る と 、 こ の時期 に発音が 変化 し た 語は新 し い形 を採用 し た と 推定で
き る 。 し か し 、 あ い に く こ の歌詞の 中 に該 当 す る も の は な い。 こ の時代の音楽史家の第一人者チ ャ
ールズ ・ パ ー ニ ー Charles Burney ( 1 789 : 875） が 、 グ ァ ダー ニ の 英語は粗暴で ぎ こ ち な か っ た と
書い て い る よ う に 、 残念 な が ら 、 1 750 年の グ ァ ダーニ の演奏はへ ンデルの信 頼 を 得 る こ と が で き ず、
イ タ リ ア 人 メ ゾ ソ プ ラ ノ の ガ ッ リ Caterina Galli 14 に戻 さ れた 15。 こ の後 、 グ、 ア ダー ニ の た め にへ
ンデ、ルが音楽に変更 を加 え た形跡は な く 、 1750 年 と 同 じ 音楽で 1753 年 に 再 び グP ァ ダー ニ が 起用 さ
れた 時 に は 、 英語の表現が 上達 し て い て 、 へ ンデルの信頼を得る こ と が で き 、 こ の年の公演ではガ
ッ リ の 出番は な か っ た 16 と い う こ と で あ る 。 以上か ら 、 デ ィ ク シ ョ ン と い う 視点 か ら は 、 イ タ リ ア
人 の グ伊 ア ダー ニ の場合 は 、 へ ンデ、ルが想定’ し て いたデ ィ ク シ ョ ン に グ ァ ダ ー ニ が 合 わせ る と い う 方
向 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 1 754 年 に は 1750 年 ヴ ァ ー ジ ョ ン を ソ プ ラ ノ 用 にイ 短調 に移調 し た も の
を 、 おそ ら く ソ プ ラ ノ 歌手のパ ッ セ リ ー ニ Giuseppe Passerini が 歌 っ た 17 と さ れて い る が 、 そ の
後 、 次第に ア ル ト が 歌 う よ う に 定着 し て い っ た 180
3 - 2 (There were shepherds abiding in the field その地方で羊飼 いた ち が野宿 を し なが
ら 〉 と （Andi But lo, the angel of the Lord came upon them す る と 、 主の天使が近 づ き 〉
こ の 2 曲 は こ の後 の 2 曲 と と も に ソ プ ラ ノ の 曲 で あ る が 、 1 743 年 ヴ ァ ー ジ ョ ン だ け 2 曲 目 が異
な る 。 1 743 年 3 月 の コ ヴェ ン ト ・ ガー デ ン劇場での ロ ン ド ン初 演 に 際 し て は、 へ ンデルは と て も
慎重に 、 《新 し い 宗教的 オ ラ ト リ オ》 と し て発表 した。 こ の時は、 ダプ リ ン初演で、好評だ、 っ た ソ プ ラ
ノ の ア ヴォ ー リ オ Christina Maria Avoglio と アル ト の シパ一夫人 Mrs. Gibber を 引 き 続 き 採用 し
た他、 特 に ソ プ ラ ノ 歌手 を多 く 採用 し 、 ソ プ ラ ノ パー ト に重 き を 置い た 変 更が な さ れた。 そ の 目 玉
の一つで、 あ っ た の が 、 当 時人気 を博 し て いたイ ギ リ ス 系 ア イ ル ラ ン ド人の女優兼歌手、 キ テ ィ ー ・
ク ラ イ ヴ Kitty Clive の採用 で あ る 1＼ へ ンデルは、 彼女に こ の 曲 を含む前後 4 曲 を 歌わせた が 、
特に こ の 曲 に つ い て は 、 それま で の ア コ ンパニ ャ ー ト に 代 え て彼女の た め だ け に ア リ オー ソ を作 曲
し た 200
こ の 2 曲 に 出 て く る were と い う 語について 、 他の版で、 はへ ンデ、ル は 2 音 に割 り 当 て て い る （譜
例 2 - a） の で 、 へ ンデルは こ の were と い う 語 を 2 音節 と し て 扱 っ て い る と い う こ と はす で に 言 わ
れて い る 21。 と こ ろ が 、 ク ラ イ ヴの た め に作曲 し た 1 743 年 ヴ‘ ァ ー ジ ョ ン の ア リ オー ソ で は 、 were
戸HU4 
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はすべて 1 音に割 り 当 て ら れて いて
（譜例 2 -b） 、 明 ら かに こ の 曲 では
へ ンデルは were を 1 音節 の語 と し
て 扱 っ て い る 22 0 Joncus ( 2006 : 
225・226） に よ る と 、 ク ラ イ ヴ は 、
当 時パ ラ ッ ド オペ ラ 歌手の第一人者
で 、 へ ンデルは 、 彼女 の観客 を 引 き
付 け る 能力 の恩恵 を受 け た こ と も あ
り 、 すでに確 立 さ れた 花形 と し て の
投柄に合わせた 曲 作 り を し た と い う
こ と で あ る 。 were を 2 音節で発音
す る と い う の は、 were の古い強形で
あ り 、 当 時 と し て は伝統的な発音で
あ っ た こ と か ら 、 流行の最先端 を行
く ク ラ イ ヴに は こ の発音は合わ な い
と へ ン デ ル は 考 え た の で あ ろ う 。
(There were shepherds abiding 
2 - a  were を 2 音 節 と し て い る オ リ ジ ナ ル版 （ There were 
自hepherds abi【ling in the field） と （And/But lo, the angel of the 
Lord came upon them) 
fl 
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There we ィ e shepherds a - b i  d 寸 ng i n  thef i e l d . keep i ng 
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and they we - r e  sore  a - f r a  i d . 
2 -b were を 1 音節 と し て い る 1743 年版の ア リ オー ソ <But lo, the 
angel of the Lord came upon them) 
Adagio 
fl 5 - ＇ ←  
and they were sore －一一一－ a - f r a i d  
譜例 2 単語 「were」 の音節数の違い
in the field） の方は変更な く were が 2 音節 の楽譜を使用 した よ う で あ る が 、 こ ち ら は レ チ タ テ ィ
ー ヴ、 ォ な ので 、 歌手の 自 由 裁量の部分が 大 き く 、 こ の楽譜の ま ま で も 対応 で き た と 考 え る 。
3 - 3 (And the glory of the Lord 主の栄光が こ う し て 現れ る 〉
こ の 曲 は、 指揮譜 を 始め ほ と ん ど の楽譜では glory of the Lord 
の－ry of でイ タ リ ア語に 見 ら れ る 連声 （elision） の技法が使われ
て い る 。 し か し 、 自 筆譜で は 35 小節 目 の 1 か所だ け、 glo-ry of God 
と し て glo と －ry と of に 1 音ずつ割 り 当 て て い て 、 そ の God を線
で消 し て the Lord と 訂正 し で あ る （図 2 ） 。 Tobin (1969 : 189) 
は書 き 損 じ だ と し て い る が 、 へ ンデルが作曲 の際に試行錯誤 し た
結果だ と 考 え る こ と が で き る 。 glory of God の方は、 英語の発音
の特徴に従 い 、 へ ン デルが 1 音節 ご と に音特 を割 り 当 て て 表現 し
た と 考 え ら れ る 。 前者の場合は 3 拍 と も に ア ク セ ン ト を つ け て リ
ズ ミ カ ルに表現で き る が 、 後者の場合は 2 拍 目 が弱 く な っ て し ま
い次の小節 の 1 拍 目 へ 向 か う エネルギーが足 り な い と 感 じ 、 前者
に統一す る こ と に し た の で あ ろ う 。
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図 2 自 筆譜 フ ァ ク シ ミ リ a の
God か ら the Lord への訂正
ヘ ン デル 〈 メ サ イ ア 〉 の デ イ ク シ ョ ン ー ヴ ァ ー ジ ョ ン に よ る 相違 （ I ） ー
3 - 4 (R可oice greatly, 0 Daughter of Sion シオ ンの娘 よ 、 大 いに喜べ〉
こ の ソ プ ラ ノ の ア リ ア は、 1741 年の作曲 時 に は 8 分の 12 拍子で作 ら れた （譜例 3 a） が 、 後
に 4 分の 4 拍 子に編曲 さ れ （譜例 3 -b） 、 現在 は後者 の ほ う が よ く 演奏 さ れて い る 。 こ の 編 曲 の 時
期 に つ い て は 明 ら かに さ れて い な いが 、 3 - 1 で検討 し た （But who may abide the day o f  Hお
3 a 1 742 年ダプ リ ン初演版 と 1 743 年 ロ ン ド ン初演版
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3 -b 1745 年 （ あ る い は 1749 年） 以降の版
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譜例 3 (Rejoice greatly, 0 Daughter of Sion） の歌い 出 し部分
coming？ だ が 、 彼の来 る 日 に 、 だれが身 を 支 え得る か〉 の 1750 年の編曲版 と 同様、 4 分の 4 拍 子
の ほ う が新 し い ス タ イ ル 23 だ、 っ た 24 ょ う で 、 1745 年の フ ラ ンチ ェ ジー ナ が 歌 う 時に 導入 さ れた と
考 え る と 都合 が よ い が 、 指揮譜 （図 1 ) 25 に残 さ れた書き 込みな ど か ら は 、 そ の よ う な痕跡 が な く 、
ま た 、 1749 年の フ ラ ー ジ の時で、 あ っ た と し て も 、 不都合が あ る と い う こ と で あ る お。 いずれに し て
も 、 こ の 2 つ の拍子の （Rejoice greatly） は、 歌調の付け方は異な る 部分 も あ る が 、 そ こ か ら デ ィ
ク シ ョ ンの違い を読み取 る の は容易 で は な い。 し か し 、 こ の変更 が流行の変化に よ る も の で あ る と
す る と 、 へ ンデルが 異 な る デ ィ ク シ ョ ン を想定 し て い た こ と も 考 え ら れ る 。 8 分の 12 拍 子 の方は正
統派の発音で、 speak、 peace、 heathen はそれぞれ ［spe:k］ 、 ［pe:s］ 、 ［he :oen］ と 推定 さ れ、 4 分の
4 拍 子 の 方 は新 し い あ る い は世俗的 な発音 を想定 し て い た と す る と 、 それぞれ ［spi:k］ 、 ［pi:s］、 ［hi:oen]
と 推定 さ れ る 。
4 楽譜に 表れな い デ ィ ク シ ョ ン の 問 題
次 に 、 楽譜 に は表れて い な い が 、 上演時のデ、 イ ク シ ョ ン が 、 作曲者の想定 し て い た も の と 異な る
可能性が あ る 場合 に つ い て 述べ る 。 へ ンデルは 、 ダブ リ ン の演奏者 に つ い て 、 譜読みの能力 に つ い
て は不満 を述べた 27 と い われて い る が 、 発音について何か言 っ た と し づ 記録 は な い の で 、 公演先 で
のデ ィ ク シ ョ ン に つ い て は 、 想定 と 異な っ て い て も それ を受 け入れて演奏 し て い た と 考 え ら れ る 。
以下、 4 - 1 か ら 4 - 3 ま では、 ／u：／か ら ／u/, /A/へ の発音変化 に 関 す る 問 題 に つ い て述べ、 4 - 4 で
そ の他の発音 の 問題について述べ る 。
ヴ，a4・
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4 - 1 (Every valley shall be exalted すべての谷 は身を起 こ し 〉
こ の 曲 は、 音画法 を採用 し て い る 代表的 な 曲 で、 あ る 。 「the crooked straight, and the rough places 
plainJ と い う 歌調 の 、 crooked の 00、 rough の OU は 、 ／u：／ か ら ／u／や/Alへ と 変化す る 途上 で 、 いず
れ も ／A人 ／u人 ／u：／ の 3 通 り が考 え ら れ、 現在 と は違っ た発音で、 あ っ た 可能’性 も あ る 。 中尾 （ 1985 :
299-302） に よ る と 、 こ の変化は、 方言に よ り 15 世紀初 め か ら 、 卑俗的 ロ ン ド ン方言で は 1 525 年
頃か ら 、 標準英語で は 1 550 年 ご ろ か ら 始 ま り 、 17 世紀末頃で も 、 ！u:!, /u/, /A/ が 共存 し て いた。 中
島 （2005: 123・ 124） に よ る と 、 概ね 19 世紀か ら 現在 と 同 じ発音が標準音 と して確立 し た。
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譜例 4 歌詞 「the crooked straight, and the rough places plain」 の部分
こ こ で、 へ ンデルが音画法 を採用 し て い る こ と に照 ら し合わせ る と 、 曲 が っ た と い う 意の crooked
は、 上下す る 2～3 音の連結 し た部分に割 り 当 て ら れて い る の で、 crooked の 00 は ／u：／ と い う 発音
だ と 推定す る 28。 で こ ぼ こ し た 、 と い う 意の rough の OU は 、 1 音 に割 り 当 て ら れて い る 場合が多
く 、 ごつ ご、つ し た語感 に な る 短母音の＇／u／かIA!で、 あ っ た と 考 え ら れ る （譜例 4 ） 。
以上か ら 、 へ ンデルが作 曲 時 に想定 し ていた rough の OU の発音は／u／かIA!•の ど ち ら かで あ る 。 18
世紀 中 頃 と い う 時期 を 考 え る と 、 現在の発音に収 ま り つつ あ っ た 時期 で、 あ る こ と か ら 、 /Alで、 あ っ た
と 推定す る の が妥 当 で あ る 。 し か し 、 こ の う ち ／u／ か らIA!への変化 は 、 限 ら れた地域で起 こ り 、 ウ ォ
ッ シ ュ Wash 湾 よ り 北側やア イ ルラ ン ドでは生起 し な か っ た 29。 即 ち 、 《 メ サイ ア 》 を初演 し た ア イ
ル ラ ン ド で は 、 rough の OU は／u：／か／u／ し か可能性が な く 、 収束時期 と 考 え る と ／u／で あ っ た と 推定
で き る 。
ダプ リ ンでの 上演では、 こ の 曲 は、 ダブ リ ンのセ ン ト パ ト リ ッ ク St. Patrick 大聖堂 と ク ラ イ ス ト
チ ャ ーチ大聖堂の聖歌隊の メ ンバーで あ る ベイ リ ーJames Bailey が テ ノ ール歌手 と し て 歌 っ た と
さ れて い る 。 彼の言葉では、 rough は ／ruf／ で あ っ た と 推測で き 、 おそ ら く 、 《 メ サイ ア 》 の 演奏で
も ／ruff と 歌っ て い た の で は な し 、 か と 考 え ら れ る 。
4 - 2 (Thus saith the Lord 万軍の主は こ う 言われ る 〉
こ のパ ス の ア コ ンパニ ャ ー ト は、 ダブ リ ン初演 の時は、 ダブ リ ンの ク ラ イ ス ト チ ャ ーチ大聖堂の
聖歌隊の メ ンバーの ヒ ル John Hill が歌っ た。 こ の 曲 の 中 に も 、 4 - 1 で検討 し た 、 標準英語で、／u:/
か ら ／u／や'/Alへ、 あ る い は 、 ／u／か ら /Alへの変化 を 辿 る thus 、 come、 suddenly、 Covnant と い う 語が
あ る 。 こ れ ら の母音 は ロ ン ド ンでは、 ま だ他の形 も 共存 し て い た に し て も 、 多 く の場合/Alと 変化 し
て い た 可能性が 高 い が 、 ダブ リ ン で は／Af.への変化が起 こ っ て い な い の で 、 ／u／ と 発音 し て い た と 推定
で き る 。 し た が っ て 、 へ ンデルが ロ ン ド ンで作曲 し た と き に想定 し て いた も の と は異 な る デ ィ ク シ
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ヘ ン デル ｛ メ サ イ ア 〉 の デ イ ク シ ョ ン ー ヴ ァ ー ジ ョ ン に よ る 相違 （ 1 ） ー
ヨ ンで、 ダプ リ ンでは演奏 し て い た と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 ダブ リ ン で の 2 回 目 の 上演で演奏 し た
メ ー ソ ン は 、 ダ ブ リ ン の ク ラ イ ス ト チ ャ ーチ大聖堂の聖歌隊員 だ が 、 以 前 ロ ン ド ン で 王 室礼拝堂
Chapel Royal の少年合唱団員で あ っ た と し づ 記述 30 が あ る の で 、 彼は、 へ ンデルが よ く 承知 し て
い る ロ ン ド ン の英語の発音で、歌 っ た と も 考 え ら れ る 。
4 - 3 合 唱
合唱 の メ ンバ ー も セ ン ト パ ト リ ッ ク 大聖堂や ク ラ イ ス ト チ ャ ーチ大聖堂の聖歌隊員 か ら 構成 さ れ
て い る の で 、 同様のデ、 イ ク シ ョ ン の相違が あ っ た と 推測 さ れ る 。 例 を挙 げ る と 、
(And He shall puri命 彼は レ ピの子 ら を清め る 〉 の sons 、
(0 thou that tellest よ い 知 ら せ を シオ ン に伝 え る 者 よ 〉 の thou、 unto、
(For unto us a child is born ひ と り のみ ど り ごが私た ち の た め に 生 ま れた） の unto、 us 、 son、
government、 wonderful、
等で あ る 。 特 に （For unto us a child お born） について は 、 発音の異な る 語が 多 く 含 ま れて い る
こ と か ら 、 へ ンデルの想定 と かな り 異な っ たデ、 ィ ク シ ョ ンで歌われた 可能性が あ る 。
4 - 4  そ の他の問題点
ア イ ル ラ ン ド は も と も と ケル ト 系 民族の 国 で、 別 の言語、 ゲール語 Irish Gaelica1 を 持 っ て い た
と こ ろ に 、 イ ン グ ラ ン ド、人が入 っ て き た と い う 経緯が あ り 、 ア イ ル ラ ン ド の 英語は他に も 標準英語
と 発音が異な る 部分が い ろ い ろ あ る 。 例 え ば、 th の ／8／ が 比／ に 近い音で、 101が ／di に 近い音で発音 さ
れた り 、 wh の／w／が/hw／ と 発音 さ れ る な ど 32、 かな り 聴 こ え方が異な っ て い た と 思われ る 。
た だ し 、 （But who may abide the day of His coming？） の 宣re （譜例 5 ） や、 〈τ＇hus saith the Lord 
万軍の主は こ う 言われ る 〉 の desire （譜例 6 ） な ど、 標準英語で、／818／と わた り 音 a が 入 る 語 に つ い て 、
へ ンデ、ルの音節の扱し 、 か ら 、 へ ンデルはわた り 音 が
入 る 前の段階の発音fair／を想定 し て い た と 考 え ら れ
る こ と は以前に述べた 33 が 、 ア イ ル ラ ン ド の 英 語
に は こ の わ た り 音 a が 入 る 変 化 が 起 こ ら な か っ た
一一0一戸『ー司－.ー＿，.＿ー「庁一一ーで一－－－ …τ＝品� � = .. 町 I I I と斗二二｜
・》
ner s f i re .  for 
譜例 5 fire が 1 音 に割 り 振 ら れ て い る 例
の で 34、 こ の 点はへ ンデルの
想定通 り のデ ィ ク シ ョ ンで歌
う こ と が で き た と 思われ る 。
こ の よ う に 考察 し て く る と 、
百�ー「 目 ー ー － －＝－－·ー ォ司王�－���－－ι，.--fl•fl1匂�－fir－τー
コとド士=3='1.c存U-=l二�芹印匠ffl=日f口ゴ子廿土t:f上回二回ヰ同ヰ謹盟主豊臣と封
V 』4 － －ー 固・圃圃 掴・・圃
shake. and the de s i re of a 1 1  
譜例 6 de自ire が 1 音節扱 い で メ リ ス マ に割 り 当 て ら れて い る 例
失敗の許 さ れな か っ た 1 743 年の ロ ン ド ン初演 の 際 に 、 ソ リ ス ト を 、 ソ プ ラ ノ の 一 人 を 除 き すべて
イ ン グ ラ ン ド人で揃 え た こ と は 、 ロ ン ド ンの聴衆に受 け入れ ら れ る 発音で演奏す る た め に必要な こ
と で あ り 、 へ ンデルに と っ て 大 き な意味の あ る こ と だ っ た と 言 え る 。
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5 結び
以上、 へ ンデルの デ ィ ク シ ョ ン の扱い に ついて検討 し て き た結果、 英語が ネ イ テ ィ ヴで な いイ タ
リ ア 人の歌手に はへ ンデルの想定 し た英語のデ、 イ ク シ ョ ンに従 う よ う 、 訓練 さ せた こ と 、 オペ ラ の
役柄がイ ギ リ ス で定着 し て い る 歌手につ い て は 、 そ の役柄のイ メ ー ジに相応 し いデ ィ ク シ ョ ン を 考
え て 作 曲 し た こ と 、 そ の他、 言葉を入れ替 え る な ど し て 、 音楽表現の 可能性 を広 げ る べ く 、 試行錯
誤 し て 作曲 し て いた こ と 、 公演先で選んだキ ャ ス ト につ い て は 、 そ の デ ィ ク シ ョ ン に 寄 り 沿 っ て 演
奏 を し て い た こ と 、 な どが 明 ら かに な っ た。
こ の研究 に よ り 、 へ ンデルが 、 言葉について繊細 な意識 を持 ち 、 発音 も 含 め た言葉 の表現の可能
性 を 常 に 追求 し て いた こ と を 改 め て確認す る こ と が で き た。 さ ら に 、 歌手の出身や経験の違 い な ど
か ら 、 《 メ サ イ ア》 の演奏に お い て 、 デ ィ ク シ ョ ン に 関 し て 苦労が あ っ た こ と も 窺え た。
今回 は 3 部構成の 《 メ サイ ア》 の第 1 部 を 中心 に検討を行 っ た。 今後、 第 2 部 、 第 3 部 に つ い て
も デ ィ ク シ ョ ン に 関す る 事項 を 検討 し 、 《 メ サイ ア》 全体 に お け る へ ンデ、ルのデ ィ ク シ ョ ン につ い て
の意識 を ま と め る 予定で あ る 。
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